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様式第 10号 (第 6条 関係 )

南相馬市議会議長

令 和 7年 4月 14日

会派名

代表者名

無会派

郡 俊彦

令和 6年度政務活動費収支報告書

南相馬市議会政務活動費の交付 に関す る条例第7条 第1項 の規定に基づき、別紙の とお

り、令和 6年度政務活動費収支報告書 を提出 します。



別紙 

令和６年度政務活動費収支報告書 

 

会派名 無会派 郡 俊彦       

 

1 収入 

                               （単位：円） 

項 目  金 額  備 考  
政 務 活 動 費  240,000  

預 金 利 子  0  

会 派 負 担 金  168,036  

合   計  408,036  

 

2 支出 

(単位：円) 

項    目 金    額 備          考 

調査研究費   

研修費   

広報費 300,798 会報紙新聞折込料 

広聴費 6,000 報告会会場使用料 

要請・陳情活動費   

会議費   

資料作成費 101,238 コピー用紙、封筒、コピー代等 

資料購入費   

人件費   

事務所費   

合   計 408,036  

 

(注) 1 備考欄には、主たる支出の内訳を記載すること。 

   2 会計帳簿の写し及び領収書等の証拠書類の写しを添付すること。 

 

3 残金    0 円  



6 4 30 政務活動費 240,000 240,000

6 5 7 広報費（新聞折込料） 10,010 229,990

6 5 8 広報費（新聞折込料） 10,010 219,980

6 5 8 広報費（新聞折込料） 27,720 192,260

6 5 8 広報費（新聞折込料） 4,813 187,447

6 5 9 資料作成費（用紙代） 12,138 175,309

6 5 19 広聴費（会場使用料) 1,800 173,509

6 7 3 広報費（新聞折込料） 21,560 151,949

6 7 3 資料作成費（用紙代） 3,828 148,121

6 7 12 資料作成費（用紙代） 11,484 136,637

6 7 31 資料作成費（用紙代） 15,312 121,325

6 8 2 資料作成費（用紙代） 7,656 113,669

6 8 3 広報費（新聞折込料） 27,720 85,949

6 8 3 広報費（新聞折込料） 4,812 81,137

6 8 3 広報費（新聞折込料） 8,855 72,282

6 8 19 資料作成費（事務用消耗品） 654 71,628

　　　令和６年度  政務活動費　会計帳簿                        会派名 　　　無会派　　　郡　　俊彦

残　　　高支　　出収　　入摘　　　　　　　　　　　　　　要年月日 領収書　資料NO.

資料No.1
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資料No.3

資料No.1

資料No.2

資料No.2
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資料No.2



6 8 22 資料作成費（事務用消耗品） 2,591 69,037

6 8 25 資料作成費（コピー代） 5,820 63,217

6 8 25 広聴費（会場使用料) 2,400 60,817

6 9 5 資料作成費（用紙代） 11,835 48,982

6 11 2 広報費（新聞折込料） 10,010 38,972

6 11 2 広報費（新聞折込料） 4,812 34,160

6 11 2 広報費（新聞折込料） 27,720 6,440

6 11 2 広報費（新聞折込料） 8,855 △ 2,415

6 11 11 資料作成費（用紙代） 4,734 △ 7,149

6 11 12 資料作成費（用紙代） 11,835 △ 18,984

6 11 13 広報費（新聞折込料） 22,330 △ 41,314

6 11 17 資料作成費（コピー代） 6,250 △ 47,564

6 11 17 広聴費（会場使用料) 1,800 △ 49,364

6 11 27 広報費（新聞折込料） 33,110 △ 82,474

6 11 30 広報費（新聞折込料） 11,165 △ 93,639

6 12 27 広報費（新聞折込料） 11,165 △ 104,804

6 12 27 資料作成費（用紙代） 11,835 △ 116,639

7 2 3 広報費（新聞折込料） 4,812 △ 121,451

資料No.2

資料No.2

資料No.3

資料No.2

資料No.1

資料No.1

資料No.1

資料No.1

資料No.2

資料No.2

資料No.1

資料No.2

資料No.3

資料No.1

資料No.1

資料No.1

資料No.1

資料No.2



7 2 3 広報費（新聞折込料） 27,720 △ 149,171

7 2 3 広報費（新聞折込料） 8,855 △ 158,026

7 2 4 広報費（新聞折込料） 10,010 △ 168,036

自己負担 168,036

408,036 408,036 0

資料No.1

資料No.1

資料No.1
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,______=__,

小 勿 手 上記工に領颯 いた しま した

登録番号 T7810725396145

消骨耗讃孝( 00)

一

．

・

収 証



鶉 領 収 証
T2380001o19867

」ィ 挙

様 年だ 月 2日

:収 入

:印 緩

簿 |:猛

毎日新聞 `福島民報・スボニチ・義本経済新鋼・産経新聞・サンスポ・河北新覇

榊浪江新聞願轟センダ

入
二 :J:■

==「
三 二

=|二
「

「= =1■

「
979-1 :i:13皇 黒1双葉郡波江町高滲字案舞轟番邊

ノヽ議運長2皇電颯馨角

駆ξ商鐘激鷲Ъttf:3
的浪江新聞販売センター鍾

ftt醸役 林   富 士

11 島県
32-

目30香恥

11 1 1,

:|ヽ て 、|::

|:11■ |

い 領 収 証

現 金

」 すヽじi

:与 11i.■ |「

日 上記正

手 :形

●ク= =■ 3,0

領 収 金 額 デ′g/ユ≠

品   目 数   量 単  価 金   額内

　

　

訳

鼻ルI11■ i=菱 |■

チラシ折込料

デ当
弓θ

タブ、タ

/ゞ 7

．１
イ
）

代1表取締

=メ

:有帳会経



９

　

日

内訳

した

銃 餓 税D

消費税頷等

||:   ..1 1‐  |:^´ ‐ ^::
ヨクヨ ウケーlo97

%′マ{

予11メ l

コクヨ

:金額呻 勘

ヽヽ

入
　

紙

収

　

印

★



■
●
　
一

金額1犠鏡鷲麟

狡 曖 蜆 祗
育倉3彗 000橿 む1986了

σ 攀委 三百年■月J

錢 鐵 金 鰺 簾 デ=「 イ盛

轟   自 数   量 単 奎   獲

ニ ク ´
髪
=チ

ラシ折込料

曇 新闘購菱簿 ず.」 〆/∫

恭

　
　

譲
消 贅

J

一　
鞣

華

・入
　
畿

圭言3,奎奪
=す

こ議なⅢたしました ,

係 二「

毎塁新毒・福轟震報 ,スポニチ。日本経溝懸甍・産経畿鐵・サンスポ 1璃北新報

彎濃江轟‖簸冬竃ンダ

錮濃垣畿爾は難セン●■罐
蟻 叢難 議   重 董

福轟察双葉諄濠江義高瀬字穴震3蕃議
八島蓬選籍内

鬱珀飩霊銀魏聰も甕f菫3

庁基 碁



lF毎婁

訂難会社

管警尋壺oア虚恣念96i4蓼=ク 奪|





ρ  様
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総ポイント         58P収
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登録番号     T9380001000795
いつもご禾じ用頂き誠にありがとうご
ざいます。商品の返品はレシートを
ご持参の上、1週間以内にご来店下
21124年11月 11日 (月 )17:56 レシ

゛
0001

JモNo0000001520081040

DK ‐饉封靭に導鋤

DK コピ|― 用 も,945‐
¥4.ア34

対象額   黎・′隣〕
~~

V430)

黎30)
科30)

★

240202内 :

240202p、 :

合計
(内 10%
(内 10%
(内税計
(税合計

クレジツト
お釣り

¥4,734
¥0

お買上点数   2点

G,8,25

様
領

¥1

収

835-

証 0レジ8割宵,(
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郡俊彦の市政報告 第 9号 2025年  2月  4日(1)

郡
俊
彦
の
市
政
報
告
審

Ｔ

Ｅ

Ｌ

　

０
２

４

４

　
４

６

・
２

２

４

９

南
相
馬
市
薦
島
区
南
海
老
字
大
春
劉

機
帯

０
９
０

８
７
８
４

４
６
３
３

「都
俊
摩
の
ブ
ロ
グ
」
で
検
索
下
さ
い

連 絡 先

市民不在の経過から見えて毯た 市政0現状こ課題
合
併
０
詢
東
ご
お
り
の
あ
り
方
に

‐２
月
議
会
で
は
、
合
併
特
例
債
枠
の
残
り

３。
億
円
に
つ
い
て
、
「自
治
区
の
地
域
協
議
会

に
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
本
慧
に
思

っ
て
い
る
」
と
、
前
議
会
に
続
き
さ
ら
に
明

快
な
笞
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

新
庁
舎
建
設
費
用
に
つ
い
て

「合
併
特
例

債
５５５
億
円
の
枠
に
余
裕
が
で
き
、
…
新
庁
舎
建

設
費
用
が
飲
み
込
め
る
と
判
断
し
た
」
と
し

て
市
民
も
議
会
も
中
味
を
知
ら
な
い
中
で
決

ま
っ
た
前
回
の

「
新
市
建
設
計
画
見
直
し
」

の
あ
り
方
と
は
閻
度
方
針
の
変
更
で
す
。

飲
み
込
ん
だ
経
過
は
市
民

・
議
会
不
在

広
域
ゴ
ミ
処
理
施
設
建
設
中
止
で
Ю
億
円
不

用
に
な
り
、
新
庁
舎
建
設
費
用
を

「
新
市
建

設
計
画
」
郡
億
円
か
ら

「飲
み
込
め
る
と
判
断

し
た
」
と
の
説
明
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
の
り
、

決
ま
り
方
が

「市
民
不
在
、
議
会
は
ど
う
し

て
た
の
か
」
と
の
疑
間
が
強
ま
り
、
急
き
よ

前
国
市
議
選
に
立
候
補
し
ま
し
た
。

「自
治
法
違
反
」
や

「悪
徳
商
法
的
説
明
」

等
、
国
会
質
疑
な
ど
で
は
普
通
に
つ
か
わ
れ

る
表
現
が
議
事
録
削
除
に
な
る
な
ど
が
繰
り

政
府
は
こ
の
対
策
と
し

て
、
旧
市
町
村
毎
に
地
域

自
治
区
を
設
け
、
予
算
枠

を
配
分
し
、
区
民
の
声
を

活
か
し
独
自
ま
ち
づ
く
り

を
進

め
る
条

項
を
地
方
自
治
法

に

加
え
ま
した
。（空条の４）

厚
い
財
政
支
援

公
口
併
特
例
債
）

を
制
度
化
し
、
「
新
市
建
設
計
画
」

の
策
定
を
条
件
と
し
ま

し
た
。

南
相
馬
市

は
、
合
併
特
例
債
を

主

な
財
源

と
す

る
張
億

円

の
具
体

的
な

１０
年

計
画

「
新
市
建
設
計
画

・
資
料
編
」
を
作
成

し
、
原
町

・

小
高

・
鹿
島
区
そ
れ
ぞ
れ
、

６

一

２

¨
２

で
分
け
て
つ
か
う
事
と
し

ま
し
た
。
全
市

に
関
わ
る
事
業
は

そ

の
中
か

ら
負
担
す
る
仕
組
み
と

な

っ
て
い
ま
す
。

合

併
脇
定

で
は
、
自
治
区
の
予

算
編
成

の
あ

り
方
な
ど
も
決
め
ら

れ

て
い
ま
す
が
、
地
域
協
議

会
が

住
民
の
声
を
集
約

し
て
決
め
る

役
割
を
担

う
こ
と
と
さ

れ

て

い

ま
す
。
（同
ル
条
の
７

）

こ
れ
参
で
２
回
見
慮
し

「
新
市
建
設
計
画
」
の
見
直

し
は
今
回
が
２
回
日
で
す
。

１
回
目
が
Ｎ
Ｏ
ユ
０

（
ｈ
ν

）

年
度

で
、
全
国
的
な
建

設

工
事

の
遅
れ
に
よ
る
５
年
間

の
期
間

延
長
に
よ
る
も
の
で
し
た
が

、

庁
舎
建
設
費
用
に
合
併
特

例
債

を

つ
か
う

こ
と
に
し
ま

し
た
。

同
年

６

月
の
議
会
答
弁
を
、

１。
月
に
内
部
の
検
討
で
変
更
し
、

建
設
年
次

を
い
年
早
め
、

耐

用

年
数
を
残
し
て
の

「
建
設
計
画
」

と
な
り
意
し
た
。

計
画
性

の
な
い
突

然

の
変

更

だ

っ
た
た
め

に
、

住

民

へ
の
説

明
は
庁
合
建
設
を
表
に
出
さ
ず
、

地
域
協
議
会

０
２

ｏ
貧

郎
）
年
１

３

へ
の
諮
間
が
終
わ

っ
た
後
、

設
費

用
を
飲

み
込
ん
だ

」
重
要

な

変

更
在
す

る
な
ど
、

様
々

な

問
題
が

残
り
意

し
た
。
（
鹿
島
区

の
知
ら
な
い
鹿
島
区
事
業
の
機
上

げ
、
自
治
法
達
反
し

特

に

Ю
億

円

の
新

財

源

に

つ

い
て
、

議
会
議

員
が

知
ら
な
か

っ
た

り
、

庁
舎

建
設
が

定
例
部

長

会

で

一
度

も
議
題

に
な

っ
て

い
な

い
な
ど
、

関
係

す

る
内

部

の
み

で
市

の
方

針
が

決
ま

る
あ

り
方

で
し
た
。

「
情

報

の
共
有

」
と

「
住

民

参
加

」
を

う
た

っ
た

「
自
治
基

本

法

」

に
反

し
て

い
ま

し
た
。

こ
れ
が

第

１
回

自

の
見
直

し

で
、

新

庁

舎
建

設

（
∞
億

円

）

の
他

に
、

原

町

の
老

人
福
祉

セ

ン
タ
ー

（
５
．
５
億
円
）、
小
高
交
流

セ

ン
タ

ー

（
∞
億

円

）
が

追

加

さ
れ
、

鹿

島

区

の
タ
ラ

ツ

（
牛

外
に
棚
上
げ
さ
れ
て
い
欲
し
た
。

２
回
目
は
Ｎ
Ｏ
Ｎ
ヽ

（
ｒ
６

）
年

９
月
議
会
、
今
回
の
見
直
し
で
、

前
述

の
通
り
、
自
治
法
と
合
併

の

約
束

の
基
本
が
尊
重
さ
れ
て
い
ま

す
。

寡
相
解
鴫
じ
な
い
市
議
会

ゆ
〇
▲
０
年
１２
月
議
会
で
記
録

が
無
い
か
ら
解
ら
な
い
と
の
答
弁

に
つ
い
て
、
「椰
億
円
か
ら
飲
み

込
ん
だ
経
過
」
を
知

っ
て
い
た

の

か
と
、
当
時

の
議
員
の
皆
さ
ん
に

尋
ね
ま
し
た
が
、
知

っ
て
い
た
人

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

調
査
委
員
会
を
設
置
し

「
議
会

軽
視
、
真
相
解
明
を
」
と
進
む
と

思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
逆
に

「
市

長

の
説
明
を
認
め
な
い
都
議
員
は

お
か
し
い
」
と
す
る
議
事
進
行
発

言
が

繰
り
返
さ
れ
る
等
、
事
実
を

確
認
し
よ
う
と
せ
ず
に
、
市
民
の

議
会

の
役
割
が
は
た
ら
い
て
い

せ
ん
。

議
事
進
行
発
言

「
都
議
員
の
一
般
質
問

当
た
っ
て
、
執
行
部
が

と
答
弁
し
て
い
る

の
に
、
、そ

れ

を

理

解

し

て

い
な

い
よ

う

に
同

じ

こ
と

を

繰

り

返

し

て
質

問
を

す

る

と

い
う
目

に
余

る
状

況

が

あ

り
ま

し
た

。

こ
れ

を

聞
き
し
た
市
民
は
、
議

は
何
た
る
こ
と
を
繰
り

返

し

て

い
る

ん
だ

と

批

判

免
れ
な
い
、
議
会
の

位

に
関

わ

る

聞

く

に
堪

え

な

い
も

の

で
、

私

に
と

っ

て
は
間

く

に
堪

え

な

い
も

の
で
あ
り
ま
し
た
。
」

（
　
Ｎ
Ｏ
Ｎ
ω
年
３
月
議
会
）

調べない議会による市疎への影響

２
月
に

「
Ю
億
円
か
ら
新
庁
舎
建

一　
島
開
発
２。
億
陶
）
外
が
計
画
期
間

皆
さ
ん

課
題
の
洗
い
出
し
は
行
い
ま
せ

い
」
と
い
う
議
会

の
意
思
表
示
と

鰈
翼
０
浣
い
出
し
は
必
用
不
可
欠

ん
」
と
２
一弁
で
し
た
。

っ
て
い
ま
す
。

真
実
が
解
明
さ
れ
な
い
ま
ま

次
の
議
会
で

「
課
題
抽
出
の

藤
篭
て
次
気
を
ｔ
ｔ

た
懲
罰
動
議
か
ら
、
倫
理

条
例
達
反
報
告
き
で
の
一

連
の
経
過
の
特
徴
は
、
事

実
を
調
べ
な
い
、
証
拠
や

資
料
を
確
認
し
な
い
こ
と

で
す
。

倫
理
条
例
の
審
査
は
、

埼
玉
県
鴻
巣
市
議
会
の
記

録
を
参
考
に
し
て
い
ま
す

が
、
同
記
録
で
は
、
該
当

議
員
の
報
告
内
容
へ
の
疑

間
を
４
点
に
つ
い
て
指
摘

し
て
い
ま
す
。

南
相
馬
市
議
会
の
場
合

は
、
虚
偽
答
弁
が
あ
っ
た

の
か
な
か
っ
た
の
か
、
議

事
録
削
除
を
強
行
」′
た

「
自
治
法

違
反
」
や

「
悪
徳
商
法
的
説
明
」

の
報
告
内
容
ど
こ
が
問
題
か
、
指

摘
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

指
摘
が

あ
れ
ば

そ

の
内
容
を
調

べ
、
意
見
を
交
わ
し
、
正
し
い
認

識
に
進
む

こ
と
が

で
き
ま
す
。

そ
れ
が

民
主
主
義
ヽ
議
会
制
度

の
あ
り
方
で
す
。
数

の
力
頼
み
が
、

よ
り
正
し

い
あ
り
方

へ
進
む
為

の

障
害
に
な

っ
て
い
ま
す
。

懲

罰

動

議

の
き

っ
か

け

は
、

「
１。
～

３。
年
ス
バ
ン
の
課
題
を
洗

い
出

し
て
、

ム
ダ

の
な

機
中
長
期

の
財
政
計
画
を
」
と

の
質
問
に
ハ

「
市
民
参
加
を
得
て
、
課
題

の
抽

出
を
す
で
に
行

っ
て
い
る
の
で
、

（
結
果
を
示
す
）
成
果
品
は
あ

り
訣
せ
ん
。
」
と
の
答
弁
と
な
り
、

結
果

「
課
題
洗

出
し
」
を
や
ら

い
方
針
が
温
存

市
の
将
来

う
く
し
て
い

い
ま
す
。

中
長
期
財
政
計
画
は

そ
の
様
な
議
会
の
状
況
も
あ
っ

平
成
６
年
度
に
見
直
さ
れ
た
「
中

は
、
令
和
１２
年
度

で
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
先
は
見

（上
の
表
を
参
照
）

「中
・
長
期
を
見
す
え
た
１０
年
計

」
と
求
め
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
１０
年
以
内
に
は
、
Ю
億
円

不
必
要
に
な

っ
た
ゴ

ミ
処
理
施
設

を
市
単
独
で
建
設
す
る
事
に
な
り

ま
す
が
、
そ

の
た
め

の
財
源
の
検

討
な
ど
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
‘

０
年

の
ま
ち
づ
く
り
は

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は

０
年

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
当
面

の

設
計
書
で
す
。

当
初
の
議
会
質
問
に

「
財
政
と

協
議
し
て
進
め
る
」
と
答
弁
あ
り
、

進
む
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、　
一

歩
も
進
ん
で
い
き
せ
ん
。

節
～
∞
年

ス
バ

ン
で
考

え
な

い

為
に
財
源
が
見
え
ま
せ
ん
。

目
の
前
だ
け
見
る
あ
り
方
を
や

め
て
、
文
字
通
り
の
中

・
長
期
を

見
な
い
と
、
財
源
は
生
み
出
せ
ず
、

切
年

こ
の
ま
ま
と
な
る
の
で
は
な

機
で
し
よ
う
か
。

行
な

っ
て

い
な
い
事

が
明
白
に

な

っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、

事
実
を
証

明
す
る
資

料
要
求
を

懲
罰
す
る

状
況
の
中

で
、
結
果

的
に

「
執

行
部
は
間

違

っ
て
い
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粍
月
議
会
の
一
般
質
問
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
家
族

農
業
へ
の
支
援
も
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合

上
割
愛
さ
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
倫
理
条
例
違
反
に
対
す
る
意
見
と
補
正

予
算
関
連
議
案
の
反
対
討
論
も
、
割
愛
し
ま
し
た
の
で
、

全
戸
に
配
布
さ
れ
て
い
る

「市
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
闇
い
ま
す
。

一
般
質
問
で
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
、

自
治
区
の
予
算
枠
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
住
民
参

加
の
新
た
な
考
え
方
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

問
題
は
、
中
長
期
財
政
計
画
と
い
い
な
が
ら
６
年
先

ま
で
の
計
画
で
そ
の
先
が
全
く
見
え
な
い
こ
と
、
３
年

間
の
事
業
資
の
入
っ
た
実
施
計
画
が
昨
年
度
は
作
成
さ

れ
な
が
ら
、
６
年
度
は
作
成
さ
れ
ず
、
「実
施
計
画
は
主

要
事
業
説
明
書
と

一
緒
」
と
こ
れ
ま
で
の
答
弁
か
ら
大

き
く
後
退
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

Ю
年
計
画
に
基
づ
く
３
年
先
ま
で
の
数
字
を
見
な
が

ら
予
算
編
成
す
る
あ
り
方
と
は
ほ
ど
遠
い
状
況
で
す
。

都
市
計
頭
マ
ス
タ
ー
■
っ
ン
こ

書
ち
づ
く
ιｌ

た
め
に
、
に
ぎ
わ
い
を
生
む
中

心
地
を
設
け
る
こ
と
は
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

郡
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
は
、
ど
う
な
っ
て
お
り
ま
す

か
。

肇［
　
各
区
の
位
置
づ
け
と
し
て

は
、
原
町
区
の
中
山
市
街
地
を

集
客
力
の
あ
る
広
域
的
な
商
業

地
と
し
、
鹿
島
区
及
び
小
高
区

の
市
街
地
で
は
、
地
域
の
魅
カ

を
生
か
し
、
中
心
市
街
地
と
の

適
正
な
機
能
分
担
と
連
携
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

郡
　
駅
周
辺
を
中
心
市
街
と
し
て

位
置
づ
け
、
公
共
施
設
な
ど
を

コ
ン
パ
ク
ト
に
配
置
す
る
た
め

の
区
画
整
理
な
ど
も
視
野
に
入

れ
た
長
期
プ
ラ
ン
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

肇］

都
市
整
備
の
有
効
な
手
法
で

あ
り
、
将
来
的
な
検
討
策
の
一

つ
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

一
方

で
、

多

く

の
土
地
や

建
物

の
再

配
置

に
伴

う
多
大

な
事
業

費
や
合
意
形
成

の
困
難
さ
か
ら
、

慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

郡
　
駅

周

辺

の
市

衛
地

に
空
き
地

が

多

＜

な

っ
て
、
価
格
が

暴
落

し

て

い
る
が

、

区
画
整

理
す

る

郡
　
自

治

区
毎

の
特
色
あ

る
ま

ち

づ

く
り

の
た

め

の
予
算

枠
を

明

示

で
き

る
財
政
計
画
と

予
算
編

成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

答

　
南

相
馬
市

中
期
財
政

計
画

に

つ
い

て
令

和

６
年
８
月
に
策
定

を

し

た
。
　

市
と
し
て
は
、
住

民
自

治

の
推
進
を
目
指

し
地
域

協
議

会
が

設
置
さ
れ

て

い
る
趣

旨
に
鑑
み
、
今

後
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
御

提
案
等
に
つ
い

て
は
、
各
区
の

が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
解
っ
て

も
、
現
状
を
変
更
す
る
つ
も
り
の

な
い
答
弁
で
す
。
相
馬
市
で
は
い

ち
早
＜
納
税
者
へ
還
元
し
終
わ
っ

て
い
ま
す
。

国
基
準
の
相
対
的
対
価
関
係
に

よ
り
毎
年
計
算
す
べ
き
単
年
度
主

義
を
守
ら
ず
に

同́
じ
按
分
率
で

同

じ
基
準

で
課
税
し

て
き
た
誤
り
は

否
定

予
算
編
成
こ
財
政

あ
＝
育
惨

こ
と
に
よ
り
、
土
地
の
価
値
が

大
き
く
上
昇
し
き
す
。
今
が

一

番
所
有
者
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

理
解
を
得
や
す
い
状
況
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
今
を
逃
し
た

ら
０。
年
や
れ
な
＜
な
る
の
で
」

な
い
か

地

域
協
議
会

で
取
り
ま

と
め

て

い
た
だ
け
れ
ば

と
思

っ
て
い
る
。

具
体
的
な
協
議

・
検
討
を
進

め

る
中

で
、

財
政
対

策

等

の
情

報

に

つ

い
て
も
情
報

共
有
が

で

き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

郡

　
地
域
協
議

会
が

例
え
ば

将
来

を

考

え

る
場
合

に
、

１０
年

、

２。

年

ス
パ

ン
で
ど

れ
だ

け

の

つ
か

え
る

の
か
と

い
う

こ
と
が

分

か

ら
な

い
と
、

住

民
に
区

画
整

な
ど
を
提
起
し
よ
う
と
し
て
も

困
る
の
で
な
い
か
。

答
　
住
民
の
意
見
等
を
伺
う
こ
と

で
き
ま
せ
ん
。

国
か
ら
同

一
市
内
の
格
差
縮
小

の
た
め
の
補
助
が
あ
っ
た
事
を
、

市
側
が
理
解
で
き
ず
に
積
み
立
て

た
以
外
の
理
由
は
見
当
た
り
ま
せ

ん
。基

金
は

，
１２
億
円
残
っ
て
い
ま

す
。
い
っ
た
ん
凍
結
し
て
あ
る
べ

き
姿
の
検
討
を
始
め
る
べ
き
で

す
。

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
自
治

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
に
当
た
り
、
必
要
か
つ
重
要

だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま

す
。

実
施
計
爾
こ
予
纂
の
関
係

郡
　
統
計
処
理
さ
れ
た
基
本
計

画
、実
施
計
画
が
出
て
こ
な
い
。

令
和
５
年
３
月
の
日
付
で
第

１
次
実
施
計
画
が
策
定
さ
れ
て

お
り
、
令
和
５
年
か
ら
令
和
７

年
度
ま
で
、
各
事
業
ご
と
に
事

業
費
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。

令
和
６
年
度
は
予
算
の
主
要

説
明
書
の
中
に
統
合
し
た
と
い

う
こ
と
だ
が

，
。

答
　
（「
和
６
年
度
の
予
算
主
要
事

業
説
明
書
が
イ
コ
ー
ル
実
施
計

画
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

（
事
業
費
入
り
の
実
施
計
画
で

３
年
先
ま
で
の
財
政
を
見
な

が
ら
予
算
編
成
を
す
べ
き
で

す
。）

長
期
計
目
の
を
専
性

郡
　
財
政
難
に
ど
う
対
応
す
る
か

と
い
う
こ
と
は
、
職
員
個
々
に

求
め
る
問
題
で
は
な
＜
て
、
執

行
部
で
議
論
を
し
て
示
し
て
い

＜
べ
き
で
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
。

笞
　
組
織
を
挙
げ
て
複
雑
な
課
題

に
対
応
す
る
こ
と
を
基
本
と
考

え
て
い
る
。

郡
　
自
治
区
ご
と
の
計
画
性
の
あ

る
財
政
運
営
の
た
め
に
は
、
長

期
に
わ
た
る
投
資
可
能
額
を
検

討
し
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

財
政
計
画
と
し
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

答
・　
中
長
期
財
政
計
画
を
財
政
的

な
基
準
と
し
つ
つ
、
さ
ら
に
行

政
経
蛍
万
針
を
踏
ま
え
令
和
７

年
度

予
算

編
成
方

針
を
定

め

る

こ
と

で
、

計
画
性

を
確

保

し
て

い
る

も

の
で
ご

ざ

い
ま

す
。

郡

（「
和

１３

年

以
降

の
計
画
が

な

い
。
ま

ち
づ

く

り
予
算

投

資

可
能

額
と
、

市
が

検

討

し

て

鉾

る
課
題

を

中

。
長

・
短

期
に
分
け
て
具
体
的
に
示
し
、

市

民
や

議

会

と

の
意

見
交

換

を
繰

り
返

し
、

こ
れ
ら

事
業

の
優
先

順

位
等

に

つ
い

て

の

コ
ン
セ

ン
サ

ス
を

得

て
進
む

べ
き
で
な
い
か
。

畜

　
中

長
期

財
政

計

画
を

財
政

的

な

基

準
と

し

つ
つ
、

令

和

７
年

度

行
政
経

営
方

針
を

踏

ま

え
策

定

し

て
い
る
も

の
で

ご
ざ

い
ま
す
。
（
庁
舎
建
設
以

後

の
計
画
は
見
当
た
ら
す
。
）

情
霧
糞
書
を

郡

　
い

つ
で
も
ど

こ
で
も
ど

の

部
所

で
も
、
市

民
に
情
報

を

公
開

し
、

率

直

に
意
見
交

換

を

で
き

る

こ
と
が

、

自

治
基

本
条
例

の
あ
り
方
で
す
。

「
市

民
と

と
も

に
歩

ん

で

い
く

ま
ち

づ
く

り
」
に

つ
な

が
り
、
信
頼
関
係
が
深
ま
り
、

職
員
の
精
神
的
負
担
の
軽
減
、

メ

ン
テ
ナ

ン
ス

の
改
善

に
も

つ
な

が

る
と
考

え
ま

す
が

い

か
が
か
。

（
住

民
と
情
報
を

共
有

す
る

た

め

の
臓

員
向

け

マ

ニ

ュ
ア

ル

を
作
り
住
民
に
情
報
を
出
し
、

条

例

や

計
画
を

策
定

し

て

い

る
先
進
事
例
も
あ
る
。
）

答

　
引
き
続

き
業

務
効

率

化

に

よ
る
業

務
量

の
縮

減

や
業

務

内

容

の
見
直

し

を
進

め

て

い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

郡
　
地
域
住
民
が
連
帯
感
を
持
ち

協
力
し
含
う
こ
と
が
、
高
齢
化

す
る
中
で
、
災
害
が
頻
繁
に
起

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
地

域
が
生
き
残
る
た
め
の
核
と
な

る
、
に
ぎ
わ
い
の
中
心
が
必
要

回爆基金惨いったん凛縮し
あるべ毯響の検討を

す ltlの 由 積 震
パ が 説 に み 災 国
左 崩 明 つ 上 前 保

言i暑 :[言言

こ
れ
参
で
の
読
昭
ご
べ
て
崩
れ
る

理
由
に
し
て
い
ま
し
た
。

「当
時
の
議
会
で
決
め
て
き
た

の
で
今
さ
ら
変
更
で
き
な
い
」
と

の
市
長
答
弁
も
あ
り
ま
し
た
が
、

‐２
月
の
一
般
質
問
の
最
後
に

「市

独
自
の
条
例
な
の
で
、
変
更
で
き

る
」
と
答
弁
が
変
わ
り
意
し
た
。

し
か
し
、
基
金
の
使
途
の
変
更

南
相
馬
市
の
執
行
部
答
弁
は
、

質
問
の
趣
旨
を
は
ぐ
ら
か
す
笞
弁

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
保

基
金
問
題
で
も
国
が
示
す
基
準
に

つ
い
て
、
肝
心
の
主
文
を
読
ま
な

い
で
、
「
但
し
…
…
」
の
部
分
だ

け
説
明
し
、
取
り
崩
さ
な
か
っ
た

轟金について

質問で措,毒
=lし

た結果

◎ 医療費増嵩分を積み立てた

結果 単年度主義によりその年

度毎に歳入に入れて税額を計

算すべきでした。

◎ 鹿島区だけでな<
交付されたもの

結果 全市に来たものですが、

単年度主義を守つてしヽれば、そ

の年に納めていた納税者

税にあてられていました。

◎ 筆 支給に当たらない。

結果 304● 圏内は、国補助によ

り、100%全額免除されてい

ました。100%以上の国補助

はあり得ません。1000/O以 上

分は、補助金の2重支給とな

りませんか。

◎ 当時の議会で条例を決めて

るので、今さらどうにもなら

ない。

結果 市独自の条例なので、「条

例を変更することは可能」。

２
月
１６
日

（
日
）
午
後
１
時
３。
分

将
来
に
向
け
何
が
必
要
か
、
皆
さ
ん
の
願
い

を

「
語
り
合
う
会
」
に
し
た
い
と
思
い
ま
す


